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巻頭のことば                                               理事 波多野正幸 

2015年6月のSEF理事会で理事に選任されました。今迄は、SEFの活動の恩恵を受けるばかりでしたが、

今後は SEF メンバーとしての役割を分担し、SEF の活性化に貢献したいと考えています。日本の人口の 65

歳以上の比率が25％を超える中で、シニア世代の生産に関わる比率も年々増加しています。SEFの設立理念

には、「シニアメンバーの経験知見を生かし、企業・団体への事業支援などを通じて産業貢献、実効ある社会

貢献を行う。」また「会員相互の啓発と研鑽を図る。」があります。シニア世代の経験を生かせる新たな活動の

場を創出し、社会に貢献しながら併せてシニア自身の活性化に繋げることは、益々増えるシニア時代には意味

ある事と思います。これらを実効あるものにするために微力ながら努力したいと思います。また事業支援や研

究会、サロンなどのSEF活動を通して少しでも次世代を担う人へ提言が出来ればと思います。 

 

9月度 （第146回） 理事会報告（9月30日) 

≪第146回理事会≫ 

1. FAテクノ社営業研修支援業務の発注・実施の件 

                      →審議・承認 

2. 総合ハイテック契約延長に関する覚書について 

                          →審議・承認 

3. 日当支給規定の見直しについて →審議・了承 

4. 平成27年10月度会員交流会開催の件 

→審議・了承 

5. 事業実績表の件           →報告・了承 

6. J-SCOREへの参画検討の件  →報告・了承 

7. NPO推進ネット団体補償制度継続の件 

→報告・了承 

8.  吉田幸弘氏準会員入会の件    →報告・了承 

9.  平成27年7-8月会計報告     →報告・了承 

 

事業報告 「業務支援事業部会 1グループ成行」                           担当理事 眞鍋康雄 

今期も上期が終わり、下期に入りました。担当しています１グループ事業の上期は対予算若干ショートの

結果となりました。二つの主要事業の内、「工場コンサル事業」については順調に推移していますが、「機

器検査事業」については期初の本欄でその懸念に言及しましたが、世界的な油安の影響を受けて、世界的エ

ネルギー関連プロジェクトの収益性に赤信号が点灯し、日本から輸出されるエネルギー関連機器の検査費用

も大幅削減の影響を７月頃から急に受け出している状況です。昨年はここ数年の実績に対しても２倍規模と

好成績を収める事が出来ましたが、今年は特に下期以降「機器検査事業」の低迷が懸念されます。厳しい見

通しの中ではありますが、新規事業の探索にも力を入れながら、従事会員各位が「社会への貢献」、「第一

線感覚維持」と言う二つの遣り甲斐を維持して着実な事業活動をお願いしたいと思っています。 

 

SEFサロン  第90回報告 91回案内                                担当理事 白崎善宏 

《 第90回報告 》 9月30日実施 

講師：坂本幸雄氏 WIN CONSULTANT株式会社社長 元エルピーダメモリ（株）社長 

演題：「次の半導体の勝者は」 

外資系であるTI社での米国駐在を含む長い経験から、日米の会社経営、運営の違いについて、さらに東芝

問題の核心となる経営手法の問題点について、その後エルピータ社での経験、そして今後の半導体産業の行

く末についてのお話でした。いずれも実体験にもとづく含蓄のある内容で、会場との質疑応答でも熱のこも

ったお話をうかがえることができました。ご講演終了後も聴衆の皆様に半導体にかかわらず、引続き何か

「日本の産業の将来がどうあるべきか」を考えさせるご講演でした。 

《 第91回案内 》 

     日時：2015年11月25日（水）18時    場所：青学会館内アイビーホール1Ｆ「フェリア」 

講師：土屋 繁氏 江戸城天守を再建する会理事  元毎日新聞政治部編集委員 

演題：「仮題―江戸城天守閣再建」 

 

9月度会員動向 

会員入退会   

 準会員1名入会（吉田幸弘氏） 

 

10月1日 会員数   

正会員-30名、準会員-30名、賛助会員-3社 

 

編  集   SEF事務局 

連絡先  03-3669-0499 

U R L    http://sef-jpn.org 

 

 

より良き人間社会のために 


